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いちだんと楽しい

学校給食

’９１
３

月

２月20 日大枝小学校が完 成、25日から は新しい校

舎で授業が開始 されまし た。

近 代的 な校舎の中で も特 に、多目的 ホールと全校

児童が 会食できる食堂が大きな特徴 のひとっ。 １年

生から ６年生 までの 全校生140 名が食堂に集まり。

みんない っし ょに食事をする給食の時 間が、いちだ

ん と楽し みに なり まし た。



完

成

問

近

／・

小

林

住

宅

団

地

～
ふ
る
さ
と
マ
イ
ホ
ー
ム
推
進
事
業
～

町
で

は
、
快
適
で

住
み

よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
快
適
な

生
活
環
境

を
整
備
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
出
身
者
の
Ｕ
夕

Ｉ

ン
、
町

外
者
の
転
入
を
積
極
的
に
進
め
、
町
の
活
性
化
を
図

る
た

め
に
、
昨
年
十
二
月
か
ら
山
崎
小
林
地
内
に
住
宅
団

地
の

造
成

を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
現
在
、
そ
の
工
事
が
急
ピ
ッ
チ

で

進
ん
で

い
ま
す
。

住
宅
団
地
の
総
面
積
は
約
二
四
．

０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
団
地
内

に
は
憩
い
の
場
と
し
て
の
緑
地
．
道

路
、
水
道
な
ど
の
公
共
施
設
か
完
備

さ
れ
て

い
ま

す

。
分

旗

予

定

区
画

数

は

一
〇
〇

坪

以

上

か
十

六
区

画

、
八
〇

坪

以

上
三

十

二

区

両
の
合

わ

せ

て
四

十
八

区

画

と
な

っ

て

お

り
、
平

均

宅
地

面
積

は
三
〇
〇

平

方

メ

ー
ト

ル

（
約

九
〇
坪

）

で

す

。

詳
し
い
分
譲
方
法
に
つ
い
て
は
今

後
、
『
広
報
く
に
み
』
の
ほ
か
。
新

聞
、
か
い
ら
ん
な
ど
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

小林住宅団地位置図

▲完成間近の小林住宅団地

県議選　４月７日

町議選　４月21日
に投票

みんなで投票　きれいな選挙

今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
。
福

鳥
県
議
会
議
貝
選
挙
は
・三
月
二
十
九

日
に
告
示
さ
れ
、
四
月
七
日
に
投
票
。

国
見
町
議
会
議
員
選
挙
は
四
月
十
六

日
に
告
示
さ
れ
、
四
月
二
十
一
日
に

投
票
と
決
ま
り
ま
し
た
。

選
挙
は
、
民
主
政
治
の
基
盤
を
な

す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
く
、
あ
な
た
の
清
き
一
票
か
、
あ

す
の
よ
い
政
治
、
よ
い
暮
ら
し
を
築

き
ま
す
。

今
回
の
選
挙
は
、
町
政
か
ら
県
政

ま
で
、
わ
た
し

た
ち
の
意
志
を
反
映

さ
せ
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
冷

静
に
、
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
た

い
も
の
で
す
。

投
票
時
間

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

県
議
会
議
員
選
挙

３
月
2
9日
　
告
示

４
月
７
日
　
投
票

町
議
会
議
員
選
挙

４
月
1
6日
　
告
示

４
月
2
1日
　
投
票

町
議
会
議
口
逃
挙

立
候
補
予
定
者
に
対
す
る

説

明

会

◇
日
　
畤

平
成
３
年
３
月
1
9
n（
火
）

午
後
１
時

釦
分

◇
鳩
　
所

国
見
町
役
場
委
員
会
室
（
三
階
）

統
一
地
方
選
挙
投
票
の
注
意

住
所
移
転
さ
れ
た
方
の

投
票
方
法

こ
れ
か
ら
三
月
、
四
月
と
人
の
移

動
時
期
を
む
か
え
て
、
四
月
七
日
に

は
、
県
議
会
議
員
選
挙
か
行
わ
れ
ま

す
。
住
所
を
移
転
さ
れ
た
方
で
転
出

先
が
県
内
の
方
は
、
次
の
方
法
に
よ

り
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
…
転
入
届
を
平
成
二
年
十
二
月
二

十
八
日
ま
で
出
し
た
方
で
そ
の
後
、

再
転
出
し
な
け
れ
ば
、
転
入
地
の

市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

②
…
①
の
期
間
後
転
入
届
を
出
し
た

方
は
、
以
前
の
市
町
村
で
投
禀
す

る
の
か
原
則
で
す
。
し
か
し
、
少

々
手
続
き
か
面
倒
で
す
か
、
投
票

用
紙
を
転
入
地
に
郵
送
し
て
も
ら

い
。
転
入
地
で
不
在
者
投
票
を
す

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
新
住
所
地
の

市
町
村
長
の
発
行
す
る
証
明
書
ま

た
は
住
民
粟
（
写
）
な
ど
か
必
要

に
な
り
ま
す
。

③
ミ
四
月
二
十
一
日
の
国
見
町
議
会

議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、
投
票
日

に
国
見
町
に
引
き
続
き
居
住
し
て

い
な
い
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
国
見
町
選
挙
管
理
委

艮
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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1
1
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大枝小学校

新校舎完成
～待望の授業

２月25日から～

大
枝
小
学
校
｛
大
槻
太
校
長
｝
の

新
校
舎
建
設
工
事
か
二
月
二
十
日
完

成
．
二
十
四
日
ま
で
に
旧
校
舎
か
ら

の
引

り
越
し
を
済
ま
せ
、
二
十
五
日

か
ら
新
校
舎
で
の
授
業
を
闘
始
し
ま

し
た

。

大
正

十
五

年
に

建
般
さ

れ

た
木
造

校

舎
の

老
朽

化
か

進
ん

だ
た

め
、
約

四

億
二
千

万
円

を

か
け

。
昨

年
五

月

か

ら
工

事
を

行
っ
て

い
ま

し
た

。

新
校

舎
は

鉄
筋
コ

ン
ク

リ
ー
ト

造

り

二
階

建
て

、
砥

べ
床
而
禎

約

二
千

九
十
五
平

方
に

、

か
わ
ら

ぷ
き

の
屋

根

か
大

き
な

特
徴
の

一
つ

と
な

っ
て

お
り
、
普

通
教

室
六

室
。
職

員
室

。

図

書
室

、
聡
科

室
、

音
楽
窯

な

ど
か

設
け

ら

れ
た
は

か
、

全
校
児

童

か
会

食
で

き

る
食
堂

や
多
口
‥‥
的

ホ
ー

ル
、

中

庭
な

ど
の
ゆ

と
り

の
ス

ペ
ー
ス

に

な

っ
て

い
ま
す

。

三
月

二
十
三

日

に
卒
業
式

を
控

え

た
六
年

生
は

ご

か
月

と
短

か

い
期

間

で
す

か
、
新

し

い
校
舎
で

勉
強

で

き

て
と
て

も
う

れ
し

い
」

と
完
成

を

喜

ん
で

い
ま
し

た
・

Ａ立派に完成した大枝小学校

成分献血

血
し
ょ
う
水
ま
た
は

血
小
板
を
取
り
出
す

新
し
い
献
血
方
法

成
分
献
血
と
い
う
献
血
方
法
を

ご

存
じ
で
す
か
。

こ
れ
は
、
血
液
を
構
成
し
て
い
る

”成
分
”
（
赤
血
球
、
白
血
球
。
血

小
板
、
血
漿
）
の
う
ち
。
血
漿
ま
た

は
血
小
板
を
取
り
出
し
て
献
血
す
る

方
法
で
す
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
血

漿
成
分
献
血
。
血
小
板
成
分
献
血
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
Ｉ
．
月
二
十
七
日
、
町
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
初
め
て
の
成
分
献
血

か
行
わ
れ
二
十
五
名
の
方
々
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
成
分
献
血
の
内
容
を

み
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
血

漿
水

成
分

献
血

血
友
病
に
必
要
不
可
決

血
液
中
の
五
五
（

－

セ
ン
ト
を
占

め
る
血
漿
は
そ
の
大
部
分
か
水
で
す

が
、
栄
養
分
を
体
の
各
郎
の
組
織
に

連
び
、
老
廃
物
を
体
外
に
出
す
重
要

な
働
き
を
も
っ
て

い
ま
す
．

ま
た
．
免
疫
に
か
か
わ
る
物
質
や

血
液
を
固
め
る
成
分
な
ど
も
固
形
成

分
と
し
て
含
ま
れ
て
い
て
、
次
に
あ

げ
る
よ
う
な
血
漿
分
画
製
剤
か
っ
く

ら
れ
て

い
ま
す
．

①
血
液
凝
固
因
子
製
剤

こ
の
薬
は
、
主
に
止
血
剤
と
し

て
使
用
さ
れ
ま
す
。
血
友
病
思
者

に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
命
綱
と
も

い
え
る
薬
で
す
。

②
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
製
刑

外
界
か
ら
侵
入
し
た
病
原
体
や

異
物
に
対
す
る
除
去
作
用
か
あ
り

ま
す
。

●
血

小
板

成
分

献
血

白
血
病
に
大
き
な
効
果

血
小
板
は
、
出
血
を
止
め
る
働
き

を
し
て
い
ま
す
。
血
管
は
傷
つ
く
と

反
射
的
に
縮
ん
で
流
れ
る
血
液
最
を

減
ら
し
、
血
小
板
は
す
ぐ
に
傷
口
に

集
ま
り
、
血
小
板
同
士
か
粘
着
し
あ

っ
て
血
を
固
め
ま
す
。

こ
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
病
気
を

も
っ
患
者
の
方
々
に
必
要
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

①
血
小
板
か
減
少
し
て
し
ま
う
白

血
病
や
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
。

②
が
ん
な
ど
の
治
療
の
た
め
、
強

い
化
学
療
法
剤
を
服
用
し
た
り
、

放
射
線
治
療
を
し
、
血
小
板
か

減
少
す
る
場
合
な
ど
。

国
内
で
の

完
全
自
給
を
目
ざ
し
て

わ
か
国
で
は
。
と
く
に
血
漿
か
ら

り
く
ら
れ
る
血
漿
分
画
裂
剤
の
約
九

〇

パ
ー
セ
ン
ト
を
外
国
か
ら
の
輸
入

に
頼
っ
て

い
ま
す
。

自
国
の
医
療
に
必
要
と
さ
れ
る
血

液
を
国
内
の
献
血
で
ま
か
な
う
た
め

に
、
成
分
献
血
へ
の
積
極
的
な
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲初めて行われた成分献血

成
分
献
血

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
敬
称
略
・
噸
不
同
）

（
一
般
協
力
》

斎

藤

蜆

讓

鈴

木
　
　

司

《
生
協
国
見
店
》

半

沢

ア
サ
子

《
国
見
町
役
場
）

占

田

貞

男

八

咎

忠

義

武

田

幹

夫

佐

藤

和

夫

引

地

由

則

武

田

正

裕

占

田

義

勝

羽

根

洋
　

一

佐
久
間
　
　

茂

宍
　

戸

浩

毒

斎

藤

正

美

菊

地

芳

舛

後

藤

登
美
子

武
　
田

友

江

武

田
　
　

智

佐
久
間
　
　

正

遙

田

恭

子

松

浦

昭
　
一

佐

麗

克

成

改

谷

康

弘

佐

藤

光

男

鈴

木

哲

也

次 回の 成 分献血 は、

５ 月２ 日 （木）

成分献血
9:00 ～16: 00

福祉センター老人子ども室

一般8.4 ml ）
9:00 ～17: 00
福祉センター前

●成分献血についての問い合わせは。
役場保健課保健衛生係まで。
(魯 一 2111　内線 142)



国
保

学
生
に
「
マ

ル
学
」

旅
行
な
ど
に
「
マ
ル
遠
」

被
保
険
者
証
は
一
世
帯
一
枚
が
原

則
で
す
か
、
修
学
や
長
期
間
の
出
張

な
ど
で
他
の
市
町
村
に
住
む
よ
う
な

場
合
は
、
一
枚
で
は
不
便
で
す
。
こ

の
よ
ウ
な
場
合
、
国
保
係
に
申
舗
す

る
と
も
う
一
枚
の
被
保
険
者
証
か
交

付
さ
れ
ま
す
。

「
マ
ル
学
」
被
保
険
者
証

被
保
険
者
が
、
修
学
の
た
め
に
親

元
を
離
れ
て
他
の
市
町
村
に
住
所
を

移
し
た
場
合
、
「
マ
ル
学
」
と
い
う

学
生
の
た
め
の
被
保
険
者
証
を
交
付

し
ま
す
．

こ
の

『
マ
ル
学
』
被
保
険
者
証
の

交
付
に
は
、
在
学
証
明
書
・
印
か
ん
・

親
元
の
被
保
険
者
証
が
必
要
と
な
り

ま
す
．
申
舗
の
際
に
ご
持
参
く
だ
さ

い
．ま

た
、
こ
の
場
合
、
住
所
を
移
し

て
い
る
こ
と
が
原
則
と
な
り
ま
す
の

で
．
手
続
き
を
と
ら
れ
て
い
な
い
方

は
併
せ
て
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
．と

こ
ろ
で
、
現
在

『
マ
ル
学
』
の

被
保
険
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、
就
職
を
さ
れ
た
場
合
「
杜
会

保
険
」
へ
の
加
入
手
続
き
を
と
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
、
国
保

係
に
お
届
け
く

だ
さ
い
。

「
マ
ル
還
」
被
保
険
者
証

ま
た
、「
マ
ル
学
」
と
は
別
に
「
マ

ル
遠
」
の
被
保
険
者
証
も
必
要
に
応

じ
て
交
付
し
ま
す
．

こ
の
被
保
険
者
証
は
、
長
・
短
期

に
か
か
わ
ら
ず
、
住
所
を
移
さ
ず
に

国
見
町
を
離
れ
る
場
合
、
例
え
ば
旅

行
や
出
稼
ぎ
な
ど
の
と
き
に
交
付
し

て
い
ま
す
．
こ
の
場
合
、
被
保
険
者

証
・
印
か
ん
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
．

瞳
申
請
・
問
い
合
わ
せ

保
健
課
園
保
係

魯
6
2
1
1
1

内
線
１
４
３

老

人
保
健

交
道
事
故
に
あ
っ
た
と
き
　
　

示
談
を
結
ぶ
前
に
　
　
　
　

必
ず
届
出
を

医
療
費
は
加
害
者
の
負
担

交
通
事
故
の
よ
う
に
第
三
者
の
行

為
に
よ
っ
て
傷
害
を
受
け
た
場
合
、

そ
の
医
療
費
は
原
則
と
し
て
加
害
者

か
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。
し
か
し
、

話
が
こ
じ
れ
た
り
、
加
害
者
が
す
ぐ

に
お
金
を
出
さ
な
い
よ
う
な
と
き
は
、

老
人
保
健
で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
老
人
保

健
が
加
害
者
に
か
わ

り
て
一
時
立
て

替
え
る
だ
け
で
す
。
あ
と
で
老
人
保

健
が
加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な

り
ま

す
．

届
出
は
必
ず
し
て
く
だ
さ
い

も
し
国
保
係
か
交
通
事
故
か
お

き
た
こ
と
を
知
ら
な
い
で
い
た
ら
。

加
害
者
か
負
担
す
べ
き
治
療
費
を
負

担
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
加
害
者

に
対
し
て
も
つ
当
然
の
請
求
権
を
放

棄
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

示
談
は
慎
重
に

加
害
者
と
被
害
者
と
の
話
し
合
い

が
つ
い
て
、
示
談
を
結
ん
で
し
ま
う

と
、
そ
の
示
談
の
と
り
き
め
の
内
容

か
優
先
す
る
こ
と
が
あ
り
、
示
鮫
の

成
立
以
後
は
、
加
害
者
に
請
求
で
き

な
く
な
る
場
合
か
あ
り
ま
す
．

こ
の
た
め
．
第
三
者
か
ら
傷
害
を

受
け
た
場
合
は
．
示
談
を
結
ぶ
前
に

必
ず
国
保
係
へ
届
け
出
る
よ
う
に
し

■
届
け
出
先

役
場
保
健
課
国
保
係

韲
醇
2
1
1
1
　
内
線
１
４
３

消
費
者
の申

告
と
納
税
は

正
し
く
お
早
め
に

個
人
事
葉
者
で
。
昭
和
六
十
三
年

中
の
課
税
光
上
高
が
三
千
万
円
を
超

え
る
方
及
び
課
税
事
業
者
選
択
届
出

書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
四
月
一
日

ま
で
に
平
成
二
年
分
の
『
消
費
税
確

定
申
告
書
』
を
提
出
し
、
そ
の
消
費

税
額
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
・

消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
。
正

し
く
お
早
め
に
。

■
問
い
合
わ
せ

・
福
鳥
税
務
署

福
島
市
森
合
町
十
六
番
六
号

魯
叫
3
1
2
1

子
供
の
交
通
事
故
防
止

習
慣
に
な
る
ま
で

何
度
も
ル
ー
ル
を
教
え
る

新
し
い
制
服
や
ラ
ン
ド
セ
ル
も
そ

ろ
っ
て
、
入
園
・
入
学
か
問
も
な
く

と
な
『

だ
こ
の
時
期
、
子
供
た
ち
の

行
動
範
囲
も
グ
ン
と
広
が
り
ま
す
。

こ
う

い
り
た
こ
と
か
ら
こ
の
時
期
、

子
供
の
交
通
事
故
の
多
発
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
親
も
ド
ラ
イ

バ
ー
も
。
子

供
の
交
通
事
故
の
特
徴
や
行
動
特
性

を
正
し
く
理
解
し
、
子
供
を
悲
惨
な

交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
交
通
事
故
の
特
徴

①
子
供
の
交
通
串
故
の
原
因
の
大
半

は
、
道
路
へ
の
『
急
な
飛
び
出
し
』

と

『
車
の
直
前
直
後
の
横
断
』
に
よ

る
も
の
で
す
。

②
事
故
が
多
い
の
は
。
午
後
二
時
か

ら
六
時
ま
で
の
時
間
帯
で
す
。

③
自
宅
か
ら
事
故
発
生
地
ま
で
の
距

離
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
か
自
宅
か

ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
で
発
生
し
て

い
ま
す
。

子
供
の
行
動
特
性

①②③④

一
つ
の
も
の
に
注
意
が
向
く
と

舞
り
の
も
の
が
目
に
入
ら
な
い
。

子
供
は
視
野
が
狭
く
、
視
点
が

低
い
。

大
人
の
ま
ね
を
し
て
、
横
断
歩

道
以
外
の
と
こ
ろ
を
横
切
っ
た
り
、

信
号
無
視
を
し
た
り
す
る
。

手
を
挙
げ
さ
え
す
れ
ば
車
は
止

ま
っ
て
く
れ
る
、
と
い
っ
た
よ
う

に
、
物
事
を
単
純
に
し
か
理
解
し

な
い
。

子
供
の
遊
び
場
所
の
近
く
は
　

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
運
転

こ

呎
よ
う
に
．
子
併
は
心
身

と
も

に
未
熟
で
、
考
え
方
や
行
動
も
大
人

と
は
異
な
り
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
．

以
上
の
よ
う
な
子
供
の
特
性
を
踏

ま
え
た
う
え
で
．
保
護
者
、
特
に
お

毋
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
．
子
供
に

交
通
安
全
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
敬

え
る
と
き
は
、
ふ
だ
ん
子
供
か
利
用

す
る
道
路
な
ど
で
、
具
体
的
に
、
習

慣
に
な
る
ま
で
何
度
も
繰
り
返
し
教

え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
．

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
に
も
お

願
い
し
ま
す
．
子
供
が
い
っ
飛
び
出

し
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
…
…
－
‘
の

こ
と
を
十
分
認
識
し
、
裏
通
り
や
公

園
な
ど
、
子
供
の
遊
び
場
所
の
近
ぐ

を
通
る
と
き
は
特
に
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
す
な
ど
、
注
意
し
て
運
転
し
て
く

だ
さ
い
．
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3
桑折萬勝寺跡

出土瓦のもつ歴史的背景

菊　池　利　雄 桑折萬勝寺 鎌倉永福寺

出　　土　　瓦

桑
折
町
万
正
寺
に
あ
る
伊
達
朝
宗

の
蕗
地
は
、
元
禄
年
間
に
仙
台
藩
主

伊
達
綱
村

が
「
伊
達
正
統
世
次
考
」

を
編
纂
す
る
さ
い
．
家
臣
を
伊
達
郡

に
遣
わ
し
．
こ
の
地
に
残
さ
れ
て
い

た
伝
承
等
を
も
と
に
し
て
書
き
上
げ

ら
れ
た
桑
折
西
山
城
周
辺
の
桧
図
や
．

明
治
時
代
に
作
成
さ
れ
た
地
籍
図
に

よ
る
地
割
か
ら
み
れ
ば
、
産
ヶ
沢
川

に
よ
っ
て
解
析
さ
れ
た
谷
底
平
地
の

東
岸
に
立
地
し
、
一
辺
を
約
百
Ｕ
と

す
る
瞋
濠
瞋
郭
式
の
方
形
平
地
舘
の

形
状
を
呈
し
て
お
り
、
こ
の
種
の
舘

は
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
武
士
の
侵
形

と
し
て
睥
築
を
み
た
も
の
か
多
い
と

い
わ
れ
、
前
記
の
絵
図
に
は
こ
の
墓

地
に
萬
勝
寺
跡
の
注
記
か
あ
り
、
寺

創
建
前
は
、
朝
宗
の
屋
形
地
で
死
後

こ
の
地
に
埋
葬
さ
れ
、
萬
勝
寺
の
建

立
を
み
た
も
の
で
あ
ろ
う
．

最
近
、
桑
折
町
教
育
委
員
会
が
こ

の
舘
の
北
西
郎
斛
の
水
濠
跡
を
発
掘

跼
査
し
た
と
こ
ろ
．
軒
丸
瓦
．
軒
瓦

等
の
破
片
数
個
の
出
土
を
み
た
の
で
、

そ
の
文
様
等
を
律
細
に
検
討
し
た
と

こ
ろ
．
鎌
介
の
永
福
寺
跡
（
国
史
跡
）

よ
り
出
土
す
る
瓦
と
極
め
て
類
似
し

て
お
り
、
鎌
倉
市
で
永
福
寺
を
兇
掘

し
た
担
当
者
の
鑑
定
を
仰
い
だ
と
こ

ろ
、
創
建
時
第
一
期
に
諷
す
る
瓦
の

文
様
と
一
致
す
る
こ
と
か
判
明
し
た
．

こ
の
瓦
と
同
文
の
文
様
を
も
つ
瓦

の
出
土
例
と
し
て
は
、
伊
豆
国
韮
山

の
願
成
就
院
が
あ
る
か
、
東
北
で
は

こ
の
遺
構
の
ほ
か
に
類
例
か
な
い
．

永
福
寺
は
．
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）

奥
州
合
戦
に
勝
利
を
収
め
た
源
頼
朝

が
、
平
泉
で
み
た
藤
原
氏
の
創
建
に

か
か
る
中
尊
寺
、
毛
越
寺
等
の
も
っ

優
雅
な
美
し
さ
に
感
銘
し
．
鎌
介
幕

府
の
東
．
二
階
堂
川
沿

い
に
開
け
た

谷
間
に
、
山
地
を
背
に
東
面
し
て
、

古
代
か
ら
中
世
へ
と
激
し
く
揺
り
動

い
た
時
代
に
滅
ん
で
い
っ
た
源
・
平

の
両
氏
や
、
奥
州
藤
原
氏
な
ど
の
ま

霊
を
供
養
す
る
た
め
に
、
平
泉
中
尊

寺
の
二
階
大
堂
大
長
寿
院
を
ま
ね
て
．

建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
に
建
立
さ

れ
た
大
伽
藍
で
、
本
堂
の
両
脇
に
は

阿
弥
陀
と
薬
師
の
両
堂
を
配
し
、
前

面
に
は
広

い
苑
池
が
っ
く
ら
れ
て

い

た
．
ま
た
、
伊
豆
の
願
成
就
院
は
文

治
五
年
に
頼
朝
と
北
条
時
政
が
願
主

と
な
っ
て
．
奥
州
征
伐
の
勝
利
を
祈

碕
す
る
寺
院
と
し
て
、
建
立
を
み
た

も
の
で
あ
る
．
（
「
吾
妻
鐵
」
）

な
お
、
頼
朝
と
伊
達
氏
と
の
関
係

に
つ
い
て
み
れ
ば
、
朝
宗
の
娘
で
あ

る
大
進
／
硲
は
頼
朝
の
側
室
と
な
り
、

文
治
二
年
に
貞
暁
の
誕
生
を
み
て
お

り
．
奥
州
合
戦
に
は
為
宗
等
子
息
四

人
を
参
陣
さ
せ
．
信
夫
郡
石
那
坂
の

戦
い
で
佐
藤
基
治
等
の
一
族
を
討
ち

取
る
な
ど
の
戦
功
を
挙
げ
、
戦
後
常

陸
国
よ
り
論
功
の
地
と
し
て
賜
っ
た

伊
達
郡
に
移
住
し
た
と
さ
れ
、
頼
朝

と
朝
宗
と
の
深
い
関
係
か
ら
萬
勝
寺

に
頼
朝
禄
の
寺
格
の
高
い
、
永
福
寺

や
願
成
就
院
の
葺
き
瓦
と
、
同
文
の

瓦
使
用
か
肝
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
．

伊
達
朝
宗
夫
人
結
城
氏
の
墓
地
が

当
町
の
光
明
寺
沼
．
福
聚
寺
に
あ
り
、

付
近
に
は
か
つ
て
「
伊
達
五
山
」
の

一
つ
光
明
寺
が
存
在
し
た
が
、
位
歐

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
明
ら
か
で
な
い
．

萬
勝
寺
と
の
関
連
を
踏
ま
え
て
の
詳

し
い
調
査
検
討
か
要
望
さ
れ
る
．

'国民年金

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
は
、
あ
な
た
の
老
後
を

保
障
す
る
大
切
な
制
度
で
す
．

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
す
と
、

万
一
事
故
か
あ
っ
た
と
き
、
障
害
幕

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
の
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
．平

成
二
年
度
保
険
料
未
納
の
方
は
、

年
度
内
納
付
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
．

平
成
三
年
度
保
険
料
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

竃
饋
十
付

加

�
定
　

貘

�
簡

割

九

、四

〇
〇
円

�
九

，０
０

０
円

�
月

皿

｝
一
二

、
八
〇
〇

円

�
｝
○
八

、
〇
〇
〇

円

�
年
　
　

皿

保
険
料
は
期
限
ま
で
に

平
成
三
年
度
保
険
料
の
納
入
期
日

は
、
次
の
と
お
り
で
す
．

血匆ｲ寸月 �期　日

前 納４　月

５　月
６　月
７　月
８　 月
９　 月10

月11
月12
月

１　月
２　月
３　月 �

４月
４月
５月
６月
７月
８月
９月10
月

ｎ 月12

月
１月
２月
３月 �

ｏ日

Ｓ日
５日
７日
５日
５日
７日
５日
Ｓ日
Ｓ日
６日
７日
１日

割
引
前
納
の
お
す
す
め

岡
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

加
納
制
度
（
一
年
分
を
ま
と
め
て
納

付
す
る
）
か
あ
り
、
割
引
串
は
年
五
・

五
％
の
複
利
現
価
法
に
よ

り
て
計
算

さ
れ
る
大
変
有
利
な
制
度
で
す
。

前
納
で
き
る
期
間
は
。
平
成
三
年

四
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
で

す
。

一

定
額
前
納
額

一
〇
五
．
三
九
〇
円

一
定
額
+
付
加
前
納
額

一
一
〇
、
〇
七
〇
円

保
険
料
の
免
除
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
か
困
難

な
と
き
は
、
免
除
を
受
け
る
こ
と
か

で
き
ま
す
．

世
帯
の
所
得
が
低
く
生
活
か
苦
し

い
、
痢
気
を
し
た
、
災
害
や
事
故
に

遭

り
た
な
ど
事
愉
の
あ
る
方
、
ま
た

平
成
三
年
度
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す

学
生
の
被
保
険
者
の
方
も
、
印
鑑
持

参
の
う
え
、
四
月
中
に
住
民
福
祉
課

年
金
係
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
．

た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け

た
場
合
は
、
年
金
を
受
け
る
権
利
は

保
障
さ
れ
ま
す

が
、
免
除
を
受
け
て

い
た
期
間
に
つ
い
て
の
年
金
額
は
、

減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

ま
た
、
将
来
、
経
済
的
な
余
裕
が

で
き
た
と
き
に
は
、
十
年
以
内
の
免

除
期
間
に
つ
い
て
の
保
険
料
を
追
納

す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
．

■
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課
年
金
係

一

翦
2
1
1
1

内
線
１
３
５



ご
覧
く
だ
さ
い

固
定
資
産
の
名
寄
帳

平
成
三
年
度
の
固
定
資
産
税
の
基

礎
と
な
る
土
地
や
家
屋
、
地
禎
・
評

価
額
な
ど
か
記
載
さ
れ
て

い
る
『
名

寄
恨
』
が
、
次
の
期
間
中
、
閲
覧
で

き
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
。
毎
年
一
月
一
日

現
在
で
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産

を
有
し
て

い
る
方
か
、
そ
の
固
定
資

産
の
価
格
を
も
と
に
算
定
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
、
大
切
な
自

分
の
資
産
、
肝
価
額
な
ど
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
◇

◇
期
　
間

四
月
一
日
（
月
）
～
二
十
日
（
土
）

た
だ
し
、
第
二
土
曜
日
（
四
月
十

三
日
）
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
．

◇
畤
　
関

午
前
八
時
半
～
午
後
五
時

四
月
六
日
、
二
十
日
の
土
曜
日
は

午
前
中

◇
場
　
所

役
場
税
務
課

※
期
間
中
は
．
無
料
で
閲
覧
で
き
ま

す
．
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
・

一
般
公
醵

角
田
ロ
ケ
ッ
ト

開
発
セ
ン
タ
ー

平
成
三
年
度
の
科
学
技
術
週
間
は

四
月
十
五
日
か
ら
四
月
二
十
一
日
ま

で
実
施
さ
れ
ま
す
か
、
角
田
ロ
ケ
″

卜
闘
発
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
と
お
り

施
般
の
一
般
公
開
を

い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
。
一
度
お
で
か
け
く

だ
さ
い
。

▼
日
　
時

平
成
３
年
４
月
2
0日
（
土
）

午
前
1
0時
～
午
後
３
時
3
0分

▼
場
　
所

宇
宙
開
発
事
業
団
角
田
ロ
ケ
ッ
ト

開
発
セ
ン
タ
ー

富
城
県
角
田
市
神
次
郎
字
高
久
藏

魯
0
2
2
4

關
3
2
1
1

▼
公
開
施
設

管
理
棟
内
展
示
窒
及
び
試
験
設
備

▼
映
　
涵

「
時
代
は
宇
宙
へ
」
上
映

後
継
者
結
婚
媒
酌
人
に

’

報
償
金
を
交
付

町
で
は
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
後

継
者
対
策
事
業
と
し
て
、
町
内
の
後

継
者
（
両
親
な
ど
と
引
き
続
き
同
居

し
。
世
帯
を
継
ぐ
方
）
に
対
し
て
結

婚
の
媒
酌
を
さ
れ
た
方
に
報
償
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
報
償
金
を
受
け
る
に
は
、
媒

酌
人
の
方
の
申
請
か
必
宴
と
な
り
ま

す
の
で
、
婚
姻
届
を
し
た
ら
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
噸
い
し

ま
す
。

冒
申
請
・
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課
福
祉
係

一
U
2
1
1
1

内
線
１
３
３

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
で
は
、
男
子
自
衛
官
．
二

等
睦
・
海
・
空
士
を
次
の
と
お
り
募

集
し
て

い
ま
す
．

▼
応
募
資
格

1
8歳
以
上
2
7歳
未
満
の
男
子

▼
試
験
日
・
賦
験
場

受
付
時
に
通
知
（
毎
月
実
施
）

▼
合
格
発
表

合
格
者
に
は
、
献
験
の
お
お
む
ね

一
か
月
後
に
入
隊
案
内
書
を
添
え

て
採
用
通
知
書
で
通
知

▼
入
隊

哇
・
海
・
空
の
要
員
ご
と
の
所
定

の
教
育
隊
に
入
隊

■

問
い
合
わ
せ

自
術
隊
福
鳥
募
集
案
内
所

一

剛
5
5
2
9

あ
わ

た
だ

し

い
引

越
し

電
気
の
こ
と
もお

忘
れ

な

く
／
’

三
月
に
な
り
ま
す
と
、
転
動
な
ど

で
引
越
し
の
多
い
季
節
に
な
り
ま
す
．

引
越
し
か
決
ま
る
と
．
家
の
中
の
片

付
け
や
荷
造
り
な
ど
で
忙
し
く
な
り
、

電
気
に
つ
い
て
の
手
続
き
を
つ
い
忘

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

引
越
し
の
日
取
り
が
決
ま
り
ま
し

た
ら
、
五
日
前
ま
で
に
最
寄
り
の
東

北
電
力
事
業
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■

連
絡
先

・
福
鳥
営
業
所

一
ａ

２
１
６
１

・
桑
折
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

魯
韶
2
0
3
3

学
生
募
集

福
島
県
建
設
技
術
学
院
生

福
島
県
建
設
技
術
学
院
で
は
。
中

堅
建
設
技
術
者
の
養
成
を
め
ざ
し
、

次
の
要
領
で
平
成
三
年
度
（
第
1
2期

生
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
期
間

平
成
３
年
３
月
3
1日
ま
で

○
応
募
資
格

Ⅲ
原
則
と
し
て
1
8歳
以
上
2
5歳
ま

で
の
男
子

叨
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
者
（
平
成
２
年
度
卒
業

見
込
み
の
者
を
含
む
）

○
試

験

入
学
試
験
は
．
掬
定
の
日
に
肖
学

院
で
行
い
ま
す

○
経

費

出
入

学
金
・
：
７

万
円

叨
教
育

費
：
2
0
万
円

（
制

服
、

教
材
、

諸
経

費
）

※
授
業
料
は
。
闘
福
島
県
建
設
産
業

振
興
事
集
団
が
負
担
し
ま
す

○
教
育
期
間

１
年
間
（
平
成
３
年
４
月
～
平
成

４
年
３
月
）

○
教
育
科
目

○
測
量
工
学
　
○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
エ

学
　
○
土
質
工
学
　
○
工
事

管
理

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
島
県
廸
設
技
術
学
院

二
本
松
市
安
達
ヶ
原
１
の
5
5の
１

魯
0
2
4
3
ａ
0
5
3
0

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の

通
信
講
座
で
学
習
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
通

信
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

＠
生
涯
学
習
通
信
講
座

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の
書

道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、
囲
碁

な
ど
七
十
三
講
座
百
八
十
三
コ
ー

ス
を
開
講
し
ま
す
．

▼
申
込
受
付

平
成
３
年
２
月
１
日
～
４
月
3
0日

※
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
。

尋
一
八
六
Ｉ
○
一
東
京
都
国
立
市
富

士
見
台
ニ
ー
三
六
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
八
Ｅ

八
十
一
係
宛
に
。
あ
な
た
の
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
の
講
座
名
を
（

ガ
キ
に
明
記
し
て

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

雲
０
’２
４
５
ｎ
3
1
5
1

お

し

ら

せ



眷

の

全

国

火

災

予

防

運

動

日
ご
ろ
の
心
が
け
で
　

火
災
は
防
げ
る

冬

か

ら
春
先

に
か

け
て
か

、
一
年

を

通
じ
て

火
災

が
最

紅
多

い
の
を

ご

存

じ
で
す

か
．

こ
の
時

期

は
空
気

が

乾
燥

し
、

強
風

か
続
く

な
ど

、
火
災

が
発

生
し

や
す

い
条
件

が
そ

ろ
っ
て

い
ま
す

．

そ
れ

だ
け
に

．
ち

ょ

り
と

し
た
火

へ

の
不
注

意

が
、
大
き

な
火

災

に

つ
な

が
り
ま
す

．

五
万

五
千

七
百

六
十
三

件
－

平

成

元
年

一
年

間
に

、
こ
れ

だ
け

火
災

が
罷
生
し

ま

し
た
．

死
者

は
、
千

七

百

四
十

七
人
で

、

一
日
約

五
人

の
割

合

で
亡
く

な

う
て

い
る
の

で
す
．

火

災

の
種
類

で

、
最
」」‘’多

い
の
は
．

建

物

火
災
で

す
．

一
日

に
約

九
十

六
件
、

十

五
分

に
一
件

の
割
合

で

発
生
し

て

い
ま
す
．

こ
う

し

た
火
災

の
多
く

は
、

日

ご
ろ
の

心

が
け
で

か
な

り
防
ぐ

こ

と

が
で

き

ま
す

。

知
っ
て
お
き
た
い

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

Ｉ
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

を
し
な
い

圍
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い

闥
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

な
い

団
天
ぶ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い

固
家
の
ま
わ
り
に
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い

固
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い

囹
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い

『
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
』
で

は
．
車
両
火
災
お
よ
び
林
野
火
災
の

予
防
運
動
も
、
併
せ
て
実
施
さ
れ
ま

す
．
次
の
こ
と
を
守

り
て
、
火
災
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
．

●
車
両
火
災

禁
煙
車
両
で
は
．
絶
対
に
た
ば
こ

を
吸
う
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
．
ま
た
、

危
険
物
の
末
両
内
へ
の
持
ち
込
み
も
、

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
．
ル
ー
ル
を
守

り
て
、
火
災
を
だ
さ
な
い
よ
う
に
し

●
林
野
火
災

春
も
間
近
に
な
り
、
野
山
ヘ
（

イ

キ
ン
グ
に
行
く
機
会
も
多
く
な
り
ま

す
．
山
に
入

り
た
ら
、
次
の
こ
と
を

守
り
ま
し
ょ
う
．

①
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
危
険
な
場
所

で
は
、
た
き
火
を
し
な
い

②
強
風
の
と
き
や
乾
燥
し
て
い
る
と

き
は
、
た
き
火
や
火
入
れ
を
し
な
い

③
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は
、

完
全
に
消
火
す

る

④
た
ぱ
こ
の
吸

い
が
ら
は
必
ず
消
す

⑤
車
か
ら
、
た
ぱ
こ
の
吸

い
が
ら
を

投
げ
捨
て
な
い

⑤
火
入
れ
の
許
可
を
、
必
ず
受
け
る

家
族
や
地
城
を
炎
の
魔
手
か
ら
守

る
た
め
に
も
、
ま
ず
火
の
元
を
し

り

か
り
と
確
認
し
ま
し
ょ
う
．

雪
が
と
け
た
ら

脱
ス
パ
イ
ク
／

さ
あ
い
よ
い
よ
春
で
す
。

積
雪
・
凍
結
の
な
い
路
面
を
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
で
走
る
と
、
路
面
か
削

ら
れ
て
粉
じ
ん
が
発
生
し
ま
す
。

道
路
粉
匕
ん
は
洗
濯
物
を
汚
す
な

ど
、
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぽ
す

だ
け
で
な
く
。
健
康
に
対
す
る
影
響

も
気
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
削
ら
れ

た
路
面
や
道
路
標
示
の
補
修
、
塗
り

替
え
に
は
毎
年
多
く
の
費
用
が
か
か

り
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の

’
ほ
ん
と
の
空
”
を

取
り
戻
し
、
よ
り
快
適
な
生
活
環
境

を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
に
、
早
め
に

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
履
き
換
え
ま
し

戸籍の窓口
(２月受付分)

出生おめでとうご ざい ます

子 の 名　 保護者　　町内会

涼( り ょ う)浅野 正宏 潭宗山東
綾( あ　 や)安達　 功 滝　 山

斐花里(ひ か り)鈴木 正一 川　 内
斐友美(ひ と み)鈴木 正一 川　 内
恭 平(きょうへい)八巻 卓也 富 町 南

愛 美(ま な み)関口 正敏 泉 田 上
麻 里(ま　　り)藤田 只之 宮　 東
佳 隆(よしたか)佐幕 精一 川　 内
瑞 貴(み ず き)山田 孝男 鳥　 取

結婚おめでとうございます
氏　　 名

秦　　 藤 夫
秦　　 広 美

吉 田 光 男
大 檎 はるみ
引 地 友 幸
後 藤 弘 美

佐 幕 徳 夫
原

田 正 美
佐 藤 皿 夫

齋 蘿 奥代子
佐 藤

一 行
松 浦 敏 江

町内会
耋 山 町
大 町 北
宮　 前
宮　 前
駅　 前
桑 折 町
原　 町
伊 達 町
貝　 田
石毋田北

梁 川 町
光 明 寺

おく やみ申し 上げま す

氏　　 名　　　年齢　　 町内会
佐 藤　ヨシエ　　 フ1　　 富 町 市

吉
田 ヒ サ　　70　　 山 崎 鯨

齋 蘊 忠 男　　64　　 町　 東
松 浦 隆 子　　63　　 大 木 戸

渋 谷 幸 男　　64　　 光 明 寺
曹 野　イ　チ　　85　　 前　 田
赤 坂 儀 －　　62　　 泉 田 下
渡 辺 フ　ミ　　 フ2　　 徳 江 北

人 口 と 世 帯

３月１日現在(前月比)２月中のうごき

ｉ

口

口5  電 746人(  十 2 )

女6  靆 人(  十 3 )

計11  ,911人(  十 5 )

世帯数2 , 戸(  + l)

転　入　16人

転 出　12人

出 生　 ９人

死　 亡　８人

３月 弥生（やよい）

日 (月）彼岸入り

幻 日 ( 木l 春分の日

日 ( 金 ) 放送記念日

2311（土）世界気象デー

25日（月）電気記念ll.j

４月　 卯月（ うづき）

６卩（土）新入学（園）児童 。

閠児の交通事故防止

７日（日）世界保髄デー

８ａ（月）花まっり

10 日 (水）婦人週間

日 (月）科学技術週間j

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二階 相 談 室 ｛瘋輿人口からお入り下さい｝

時 間 ： ９ 畔 ～12 時

こ まったことや、相談ごとがあり ましたら、

お気軽にご相談下 さい。秘宙は絶対に守ります。

〔 相談 員 〕

３月% 日 (月）樋口　済三・渋谷 愛子

４月５日（金）曳地 善作・佐久間モト

４月15日（月）佐久間 巌・村上ミチ子

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民 館

08 5 ｰ 2 6 7 6

(有) 4 1 5 0

中
央
婦
人
学
級
な
ど
閉
講

▼
中
央
婦
人
学
級

二
月
二
十
日
、
中
央
婦
人
学
級
の

閉
講
式
が
三
十
三
名
出
席
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

昨
年
五
月
二
十
三
日
に
閲
講
し
た

学
級
は
、
活
動
の
目
標
に
心
の
豊
か

さ
と
学
級
生
相
互
の
心
の
ふ
れ
あ
い

を
深
め
る
こ
と
を
掲
げ
延
二
十
三
回

実
施
し
ま
し

た
か
、
今
年
度
は
毎
回

出
席
者
か
多
く
。
実
り
あ
る
学
級
活

動
で
あ
っ
た
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

式
で
は
、
教
育
長
、
公
民
館
長
の

挨
拶
の
後
、
館
長
よ
り
八
巻
喜
久
代

さ
ん
、
後
藤
稲
子
さ
ん
、
五
十
嵐
君

代
さ
ん
に
精
勤
賞
が
附
ら
れ
ま
し
た
、

そ
の
後
。
学
習
実
施
報
告
、
学
級

委
員
艮
の
謝
辞
か
あ
り
ま
し
た
。

次
年
度
は
、
内
面
的
な
豊
か
さ
ば

か
り
で
な
く
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く

社
会
に
も
日
を
向
け
、
よ
り
充
実
し

た
学
級
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

多
数
の
入
級
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

Ａ一年間の掌畷活助を修了した中央婦人学盛生

▼
阿
津
賀
志
学
級

昨
年
四
月
二
十
四
日
に
開
講
し
た

阿
津
賀
志
学
級
の
閉
講
式
と
交
通
唆

全
大
学
修
了
式
が
、
去
る
二
月
ニ
ト

こ
日
、
百
四
十
七
名
か
出
席
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
蓬
田
教
育
艮
か
襖
拶
し
た

後
、
春
日
公
民
館
長
よ
り
、
藤
ｍ

勝

衛
さ
ん
、
村
上
新
吉
さ
ん
、
佐
藤
誠

六
さ
ん
に
皆
勤
賞
、
そ
れ
に
三
ノ
輪

フ
ョ
さ
ん
外
二
十
六
名
の
方
に
精
勤

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
冨
永

町
艮
よ
り
斎
藤
英
郎
さ
ん
外
百
七
卜

四
名
の
方
に
交
通
安
全
人
学
証
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
学
習
実
施
報
告
。
冨
永

町
長
、
関
根
桑
折
警
察
署
長
よ
り
。

『
い
つ
ま
で
も
学
習
に
励
み
、
成
果

を
社
会
に
生
か
し
て
下
さ
い
』
と
の

祝
辞
か
あ
り
、
最
後
に
藤
田
学
級
委

員
長
の
謝
辞
か
あ
り
ま
し
た
。

な
お
式
に
先
立
ち
、
冨
永
町
艮
よ

り
町
政
全
般
に
つ
い
て
の
町
の
取
り

組
み
方
の
お
話
か
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
十
五
回
の
全
体
学
習
会
、

二
卜
九
回
の
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
学
習

会
を
実
施
し
ま
し
た
か
。
方
部
学
習

会
の
開
催
な
ど
も
あ
り
、
昨
年
度
以

上

に
多
く
の
参
加
者
を
見
ま
し
た
こ

と
、
誠
に
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

次
年
度
も
、
皆
さ
ん
の
ご
要
望
を

活
か
し
、
充
実
し
た
学
習
計
画
を
立

て
尖
施
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
。

多
敷
の
皆
さ
ん
の
入
級
を
お
願

い
い

た
し
ま
す
。

▼
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

二
月
三
日
、
少
年
仲
間
づ
く
り
歓

室
の
閉
講
式
が
、
笑
顔
一
杯
の
仲
間

四
十
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
小
学
四
年
以
上
の

児
童
を
対
象
と
し
、
キ
ャ
ン
プ
。
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
な
ど
を
通
し
て

仲
間
意
識
を
高
め
な
が
ら
仲
間

づ
く

り
の
必
要
性
や
遊
び
方
等
を
習
得
さ

せ
る
た
め
、
昨
年
六
月
十
七
日
に
開

講
し
毎
月
一
回
活
動
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

式
で
は
、
教
育
長
、
公
民
館
長
の

挨
拶
の
後
、
全
員
に
修
了
証
が
渡
さ

れ
、
藤
田
小
四
年
中
野
祐
嗣
君
、
黒

田
裕
美
さ
ん
、
同
小
五
年
鈴
木
桂
子

さ
ん
に
侍
勧
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
の
秋
葉
藤
田
小
学
校

艮
、
大
槻
大
枝
小
学
校
長
の
祝
辞
か

あ
り
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
サ
ー
ク
ル
ぼ
け
っ
と
の

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
の
指
瞬
の
も

と
。
心
を
一
つ
に
し
て
ゲ
ー
ム
等
を

楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
教
室
の
た
め
、
仕
事
の
か
た

わ
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
サ

ー
ク
ル
ぽ
け
っ
と
の
杵
さ
ん
に
、
心

か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ皆勤貫を受ける阿泣賀志学級生の村上さん

「

思

い

出

」

藤
田
小
四
年
　
野
村
　
尚
子

私
は
『
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
』

に
入
っ
て
。
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
を

つ
く
り
ま
し

た
。

は
じ
め
は
と
て
も
心
配
で
し
た
か
、

み
ん
な
と
同
じ
行
動
を
と
っ
て
い
る

う
ち
に
だ
ん
だ
ん
と
な
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
新
し
い
友
達
も
で
き

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
か

り
た
で

す
。こ

の
仲
間
づ
く
り
で
一
番
楽
し
か

っ
た
行
事
は
『
キ
ャ
ン
プ
研
修
会
』

で
す
。
二
泊
三
日
と
い
う
長

い
よ
う

な
短
い
よ
う
な
気
か
し
ま
し
た
が
。

亠
？
つ
の
生
活
と
ち
が
う
生
活
を
は

し
め
て
行
い
ま
し
た
。
は
ん
ご
う
な

ど
と
い
う
も
の
は
、
私
は
ぜ
ん
ぜ
ん

知
り
ま
せ
ん
で
し

た
か
、
こ
の
キ
ャ

ン
プ
の
お
か
げ
で
は
ん
ご
う
の
ご
は

ん
の
作
り
方
ま
で
知
り
ま
し
た
。
こ

の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
親
か
ら
は
な
れ

て
や
り
ま
し
た
。
と
き
ど
き
私
は
自

分
の
父
や
母
の
こ
と
を
思
っ
て

い
ま

し
た
が
、
み
ん
な
が
い
た
の
で
と
て

も
た
す
か
り
ま
し
た
。

私
は
こ
の
教
室
に
人
・
て
と
て
も

よ
か
っ
た
な
あ
と
本
当
に
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
ふ
？
つ
で
は
で
き
な
い
こ

と
も
、
こ
の
教
室
に
は
い
れ
ば
で
き

る
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
今
ま
で
の
友

達
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
友
達
か
で

き
る
か
ら
で
す
。
私
は
こ
の
教
室
に

は
い
っ
て
、
も
う
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

五
、
六
年
生
に
な
っ
て
も
ま
た
。

「
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
」
に
は
い

り
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
友
途
を
つ

く
り
仲
良
く
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。



楽
し
か
っ
た
キ
ャ
ン
プ

藤
田
小
六
年
　
佐
藤
　
康
憲

ぽ
く
は
、
仲
間

づ
く
り
は
楽
し
い

と
聞
い
た
の
で
入
っ
て
兇
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

そ
し
た
ら
。
六
年
生
は
ぽ
く
一
人

で
し
た
。
一
人
で
も
下
級
生
の
人
達

と
楽
し
く
過

ご
せ
ま
し
た
。

一
番
の
楽
し
み
は
キ
ャ
ン
プ
で
し

た
。
二
泊
三
日
の
外
泊
。
ど
ん
な
楽

し
み
が
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
…
…
。

初
め
て
自
分
で
料
理
す
る
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
、
野
菜
を
切
っ
た
り
、
飯
ご

う
で
ご
は
ん
を
た
い
た
り
、
み
ん
な

で
「
ワ
イ

ー
ワ
イ
」
言
い
な
が
ら
作

っ
た
ご
は
ん
は
と
て
も
お
い
し
く
お

輹
一
杯
食
べ
ま
し
た
。

次
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
。

町
の
中
を
ぐ
る
ぐ
る
回
り
、
ク
イ
ズ

を
と
き
な
が
ら
進
む
ゲ
ー
ム
で
す
。

結
果
は
六
位
で
少
し
か
・
か
り
し

た
け
れ
ど
、
で
も
楽
し
い
で
し
た
。

仲
問
づ
く
り
に
人

ご
Ｑ
下
級
生
ば

か
り
だ
っ
た
け
れ
ど
。
い
ろ
ん
な
学

皎
の
人
達
や
お
兄
さ
ん
迪
と
仲
良
く

過
ご
し
、
小
学
生
活
の
中
で
思

い
出

か
一
つ
増
え
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。

▲ 楽し い思い出 ………キ ャン プ

成
人
学
級
に
参
加
し
て

八
巻
　
　

衛

「
生
涯
学
習
」
で
自
己
を
商
め
る

と
共
に
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
合

い
、

考
え
方
の
違

い
、
物
の
見
方
の
違
い

な
ど
、
思
考
、
価
値
感
の
違
い
を
再

確
認
す
る
場
…
…
ゝ
｝れ
か
成
人
乍
級

で
あ
る
。
と
、
公
民
館
艮
さ
ん
も
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

人
生
八
十
年
の
時
代
到
来
に
対
応

出
夊
る
人
間
構
成
か
、
ど
れ
ほ
ど
大

切
か
年
と
共
に
ひ
し
ひ
し
と
身
に
感

じ
て
来
て
お
り
ま
す
。

二
月
十
日
「
豊
か
な
地
城
づ
く
り

の
あ
り
方
」
を
学
習
内
容
と
す
る
、

私
達
か
直
接
で
き
る
地
城
づ
く
り
に

っ
い
て
、
梁
川
町
の
立
花
孝
全
先
生

か
ら
、
大
へ
ん
町
意
義
な
お
話
し
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
。
閉
講

式
か

行
わ
れ

ま
し
た
か
、
今
年
の
学
習
を
縦
り
返

。
て
、
自
分
な
り
に
満
足
し
た
学
習

か
で
き
、
め
で
た
ぐ
閉
鱗
式
に
、
の

ぞ
む
寥
か
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

学
習
に
参
加
し
て
「
よ
か
・
た
」

の
、

匸
荅
に
っ
き
る
の
で
は
な
い
で

し

。‘・
つ
か
。

学
習
は
永
年
吐
会
敦
育
に
携
わ

。

た
豊
か
な
体
験
と
識
見
を
む

。
た
講

師
の
方
々
に
よ
り
、
商
齢
化
杜
会
に

お
け
る
生
涯
学
習
の
あ
り
方
か
ら
始

ま
り
、
研
修
旅
行
、
料
理
火
習
と
楽

し
い
事
ば
か
り
で
し
た
。

特
に
趣
味
を
ひ
ろ
げ
よ
う
（
俳
句

入
門
）
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
か
、
す

ぐ
に
と
び
っ
き
、
す
ば
ら
し

い
句
作

品
か
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
御
当
局
の
厚
意
に
よ

り
、
皆
勤
貰
・
晴
勧
賞
な
ど
の
授
与

か
あ
り
。
本
当
に
有
難
い
限
り
で
し

た
。こ

れ
か
ら
も
、
成
人
学
級
に
て
学

習
を
重
ね
、
地
域
の
中
に
『
生
涯
学

習
』
の
必
要
を
広
め
。
学
習
を
通
じ

て
幅
広
い
人
間
関
係
を
つ
く
り
、
華

か
に
し
て
悔
い
の
な
い
人
生
を
送
り

た
い
と
田
穹

て
お
り
ま
す
。

一
貫
し
て
持
ち
続
け
た
テ
ー
マ
「

生
涯
学
習
」
を
目
標
に
。
人
と
人
と

の
触
れ
合
い
か
生
む
純
粋
な
感
動
を

い
っ
ま
で
も
「
成
人
学
級
」
で
学
び

生
か
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▲成人学級閉講式

会

員

募
集

＠
習
友
会

習
友
会
は
、
書
を
習
い
な
が
ら
会

員
相
互
の
心
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん

で
お
り
ま
す
。

あ
な
た
も
お
入
り
に
な
り
ま
せ
ん

か
、
も
ち
ろ
ん
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

○
定
例
会
　
毎
月
第
一
こ
二
水
曜
日

午
後
七
時
哂
か
ら

○
場
　
所
　
国
見
町
公
民
館

○
指
導
者

網
代
澄
亭
先
生

○
問
合
せ
　
剪
2
2
6
4
渡
辺
愛
子

＠
絵
画
ク
ラ
ブ

桧
画
ク
ラ
ブ
は
、
先
に
公
民
館
か

主
催
し
た
桧
画
教
室
の
受
講
者
が
中

心
と
な
っ
て
結
成
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

○
設
立
総
会
　
円
月
六
日
（
土
）

○
定
例
会

毎
週
土
曜
日

午
後
一
時
半
か
ら

○
場

所
　
国
見
町
公
民
郎

○
指
導
者

加
藤
拙
生
先
生

Ｏ
入
会
資
格
　
不
問

初
心
者
歓
迎

Ｏ
問
合
せ
　
町
公
民
館
内
加
藤
へ

寄
贈
図
書

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

○
句
集

花
　
衣
　
　
　
　

一
冊

藤
田
字
堤
下
　
　
　

須
田
泰
山
様

３ 月 行 事 予 定 表

日 �曜 � 行　　　　　　　　　 事

15 �金 �・成人学級委員会

18 �月 �・母と子の公民館活動（藤田小３）

19 �火 �・毋と子の公民館活動（藤田小１）

19 �火 �・毋と子の公民館活助連営委員会

ZO �水 �・中央婦人学級委員会

27 �水 �・家庭教育講座（藤田保育所）

27 �水 �・公民館運営審議会

備　 考 ��

・23日　小学校卒業式　　　　

小・中掌校修業式



こ

と

ぷ

き

高
齢

者

表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

去
る
二
月
二
十
日
県
文
化
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
開
催
の

ご
ふ
れ
あ
い
健

康
と
長
寿
の
祭
典

”
の
席
ｈ

、（
財
）

長
寿
社
会
推
進
機
構
理
事
艮
福
島
県

知
事
よ
り
町
老
人
ク
ラ
ブ
辿
（
い
会
長

の
藤
田
勝
衛
さ
ん
（
宮
町
北
）
が
。

『
こ
と
ぷ
き
高
齢
者
表
彰
』
を
う
け

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
多
午
に
わ
た
よ
・
、

培
わ
れ
た
知
識
と
経
験
を
積
極
的
に

役
立
て
、
社
会
参
什
。
生
き
が
い
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
柤
織
づ
ぐ
り
、

教
貧
等
を
滷
じ
て
地
城
の
生
活
や
文

化
向
上
に
今
な
お
尽
く
さ
れ
て
い
る

方
を
表
彰
し
、
広
く
県
民
の
模
範
亠
・

し
て
紹
介
す
る
し
の
で
す
。

健
康
講
演
会

開
催
さ
れ
る

国

見

町

及

び

町
健

康

づ

く

り
推

進
協
議
会

な

ど

が
主
催
す

る

「
健

康

講

演
会

」

が
去

る

二
月
卜

．．．日
、

午

後
一
時

三
十

分
か

ら
町
福

阯
セ

ン
タ

ー
講
堂
で

開
催

さ

れ
ま
し

た
．

公
立
藤

田
総
合

病

院
長

の
本
宿
尚

先

生
を
講

師

に
迎
え

、
、長
命

阯
会

か

ら
長
秀
社
会

へ

」

と
題
し
て

講
義

を

廢

き
、

ボ
ケ
予

防
を
中

心

と
し
た
先

生
独

特
の

ユ

ー
モ
ア
溢

れ

る
わ
か

り

や
す
い
お
話
し
に
、
参
加
さ
れ
た
約

匸
一
〇
人
の
町
民
の
方
々
は
メ
モ
を

取
り
な
が
ら
熱

心
に
耳
を
帆
け
、
健

康
管
理
に
役
立
て
よ
う
と
貞
剣
に
学

ん
で
い
ま
し
た
。

似
健
課
で
は
、
汞
年
度
も
基
本
健

診
、
各
種
ガ
ン
検
診
の
尖
施
を
は
じ

め
、
健
康
溝
演
会
、
健
康
教
室
。
棚

駿
な
ど
を
ｆ
定
し
て
お
り
ま
す
の
で

健
康
維
持
、
増
辿
の
た
め
に
、
ぜ
ひ

多
数
の
万
々
の
む
加
を
お
願
い
し
ま

す
、春

の
香
り

桃
の
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

眺
の
節
句
を
前
に
し
た
二
月
一
日
、

東
北
自
動
巾
道
国
見
糾
金
所
で
、
新

川
本
退
蹄
サ
ー
ビ
ス
職
員
の
大
野
悦

代
さ
ん
と
、
町
職
八
の
黒
沢
敦
子
き

ん
か
．
糾
金
所
を
辿
過
す
る
ド
ラ
イ

バ
ー
に

”桃
の
花
束
”
を
プ
レ
ゼ
ン

卜
し
．
町
特
産
の
桃
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と

と
も
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し

た
．こ

の
桃
の
拓
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
日
本

道
路
公
団
、
国
見
糾
金
所
、
町
が
協

力
し
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
国
見
料

血
所
の
職
員
の
皆
さ
ん
が
事
務
所
裹

の
温
宰
で
丹
精
込
め
て
育
て
、
今
に

ら
開
花
し
そ
う
に
っ
ぽ
み
が
人
き
く

膨
ら
ん
だ
も
の
で
、
一
一
百
束
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
’‐

冷

た
い
虱
が
吹
く
中
、
桃
の
花
兪

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
さ
ん
は
、
思
い
か
け
な
い

、季

節
の
附
り
物
‘
に
人
よ
ろ
こ
び
し
て

い
ま
し
た

ブ
ラ
ジ
ル
農
業
研
修
生

ス
キ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

二
月
二
十
六
日
、
福
島
巾
の
商
湯

ス
キ
ー
場
で
、
ブ
ラ

ジ
ル
農
業
研
修

生
の
又
キ
ー
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。講

習
会
に
は
桑
折
町
。
梁
川
町
、

国
ｕ
‘町
の
農
家
に
滞
を
し
な
が
ら
。

卩
本
の
農
襄
技
術
を
学
ん
で

い
る
研

修
生
六
人
が
参
加
。
講
師
に
は
全
日

本
ス
キ
ー
辿
盟
公
認
桁
導
員
の
佐
藤

元
一
き
ん
（
小
坂
宇
小
坂
2
7）
が
あ

た
り
ま
し
た
。

参
加
者
全
八
が
ス
キ
ー
は
初
め
て

と
あ
っ
て
、
ス
キ
ー
の
は
き
方
。
歩

き
方
、
転
ぴ
方
か
ら
講
習
か
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
約
三
時
間
の
特

訓
の
末
、
ボ
ー
ゲ
ン
で
滑
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
帰
り
に
は

商
湯
温
泉
で
温
泉
に
入
り
、
一
日
の

疲
れ
を

い
や
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

一
初
め
て

の
又
キ
ー
で
思
う
よ
う
に
州
れ
ず
苦

労
し
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し
い
一
日

で
し
た
い
と
感
恕
を
語
ぶ
・
、
い
ま
し

た
。

編
集
日
記

○
ま
だ
肌
寒
い
日
が
あ
る
と
は
い
え
、

雪
の
問
か
ら
ふ
き
の
と
う
が
芽
を
出

し
、
日
一
日
と
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ

せ
ま
す
。
○
ま
む
な
く
春
休
み
に
入

り
、
円
川
に
な
る
と
と
も
に
入
学
式

な
ど
気
ぜ
わ
し

い
日
か
続
き
ま
す
。

こ
ん
な
時
こ
そ
気
を
引
き
締
め
、
痛

ま
し
い
子
ど
も
の
交
通
事
故
な
ど
を

な
く
し
た
い
も
の
で
す
。
　

（
Ｋ
）

略
行
・
ａ・
ｌ

国
兄
町
企
画
商
工
ｊ
．

福
鳥
県
伊
達
郡
岡
兇
町
人
字
嘩
Ⅲ
字

．
Ｆ
Ⅲ
．
．２
の
１

・

九
六
九
１

．
匕
　

ａ

八
‐ｌ
四
た
て
べ
．ａ

Ｉ
．
．
．
：

【
代
表

】

▲感謝状を受ける菻田勝鵆さん

▲触康講演会

Ａドライバーに桃の花東をプレゼント

▲国貝17に滞在し研修している竹内きん 隋 ）と庄司さん（右）

わ

だ

い
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